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『
お
元
気
で
し
た
か
」

Trねえ．あの人はどうしているかしら」

予
想
上
回
る
盛
況
ぶ
り

企俳優の締湾栄さんも久しぶり

に同級生に会えてうれしそう．

4

司
『
東
京
朝
日
会
の
再
開
を
祝
し
て
カ
ン
パ

l
イ
』

東

A
Q
玄

が

開

再

吉小

朝

日

朝
日
町
出
身
で
、

東
京
を
中
山
と
し
だ
近
県
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
約
2
5
0名
の
万
々
ガ
、

6
月
3
日
東
京
・
五
反
田
の

東
京
卸
売
り
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
「
東
京
朝
白
4
2
L

の
再
開

第
一
回
総
会
を
開
か
れ
ま
し
だ
。

こ
の
東
京
朝
日
会
は
、
昭
和
泊
年
6
月
巳
発
足
し
て
い
る
も

の
の
、
世
話
役
の
病
気
な
ど
で
日
年
の
総
会
を
最
後
に
休
会
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
疋
ガ
、
町
か
ら
「
町
制
施
行
犯
周
年
を
機

に
再
開
で
き
な
い
も
の
か
L

と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の

8
月
か
ら
泊
出
身
の
松
倉
昭
こ
さ
ん
を
中
山
に
準
備
ガ
進
め
ら

れ
、
こ
の
日
の
総
会
に
な
っ
だ
も
の
で
す
。

午
後
2
時
か
ら
の
開
会
で
し
た
ガ
、
一
時
半
を
過
ぎ
る
と
、

も
う
満
席
に
近
い
状
態
に
忽
り
「
ち
ょ
っ
と
、
こ
っ
ち
ょ
h
こ

っ
ち
巳
来
怠
さ
い
よ
」
「
お
元
気
で
し
疋
L

1

懐
か
し
い
わ
」

と
黙
気
ガ
会
場
全
体
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
総
会
で
は
、
山
崎
出
身
の
大
井
郁
男
と
ん
を
司

会
に
、
宮
崎
出
身
の
河
内
彦
警
さ
ん
を
踊
長
と
し
て
、
線
事
ガ

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
、
新
役
員
怠
ど
ガ
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
に
就
任
し
た
氷
忠
信
一
さ
ん
は
、

f
l
O
O人
も
集
ま

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
し
だ
ガ
、
う
れ
し
い
験
算
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
泊
弁
ガ
自
由
巳
使
え
る
、
気
軽
怠
雰
囲
気
の
会
の

運
営
を
し
な
ガ
ら
、
地
元
に
対
し
て
協
力
で
さ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
や
る
の
ガ
使
命
」
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
、
共
感
を
得
て
お
ら
れ

ま
し
だ
。
ま
疋
、
総
会
後
の
懇
親
会
場
で
は
、
新
川
弁
ガ
飛
び

交
い、

盆
踊
り
の
輔
が
広
ガ
る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
閉
会
と
怠
り
ま
し
定
。

4；；馬ti-Jiの治手で承認

h
F
『
ニ
つ
ら
よ
、
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
よ
』

V会長に就任した水島信ーさんV聖宇•l長の松倉昭二8 んV級長を務めた河内"fl司書さん

~i t 

V総合司会を務めた大弁書3男さん

＠ 
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初めまして。私．映里佳です。今

年から保育所に行っています。外で

はおとなしく．干干さんから 「かわい

，いチや～」とdわれますが．家の中

では．よく必姉ちゃんとケンカをし

ておゆきんにしかられます。でも母

さんは「よ的、ごろは．少しおとなっ』Z

くなってきた」と言ってくれます。

朝日町噴水島忠彦さん次女峡

里佳ちゃん（昭和56年8月258生れ）

お父さん．お母さん。お子さんの

写真に簡単な紹介文を付けて，役喝

総務燥まで送ってください。
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．． 、

苦
労
し
て
み
ん
な
で
や
っ

た
と
き
の

喜
び
を
大
切
に
ノ
．

さ
て
、
な
ぜ
掛
人
会
長
を
や
る
%

に
な
っ
た
の
か
を
尋
ね
る
と
、

「
教

員
生
活
を
止
め
た
と
き
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
家
庭
の
こ

1
1

と
を
備
え
な
か

っ

勺

皿

た
の
で
、
家
庭
の

a
m

’a

中
を
盤
、
ぇ
、
主
人

一
州
4

－

や
娘
た
ち
に
、
ニ

e
nr．

れ
ま
で
の
分
を
返

h
M「

え
そ
っ
と
思
っ
て

〓

＼

い
ま
し
た
。

（

と
こ
ろ
が
、
あ
る
雪
の
降
る
寒
い

日
に
、
教
員
仲
間
の

A
さ
ん
か
ら
、

地
械
に
奉
仕
す
る
大
切
さ
を
熱
心
に

と
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
婦
人
会

の
世
話
を
し
て
お
ら
れ
る

A
さ
ん
が

一
緒
に
勧
め
て
い
た
こ
ろ
よ
り
、

一

回
り
も
二
回
り
も
人
間
的
に
大
き
く

な
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
6

だ
さ
い
ね
U

「
ハ
l
イ」

こ
ん
な
純
粋
な
子
供
た
ち
と
、
メ

ル
ヘ
ン
の
世
界
を
さ
ま
よ
っ
て
、
は

や
凶
年
。
お
ん
ぼ
ろ
ト
ラ

ッ
ク
に
組

立
て
舞
台
の
鉄
骨
や
セ
ッ
ト
、
人
形

な
ど
を
満
厳
し
て
、
昔
の
ド
サ
副
り

の
旅
芝
居
さ
な
が
ら
の
保
育
所
巡
回

公
演
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

人
形
劇
団
『
人
形
の
家
」
は
、
そ

の
名
の
通
り
常
に
家
族
的
な
ふ
ん
い

気
を
心
が
け
、

団
員
相
互
の
思
い
や

り
、
い
た
わ
り
会
い
の
中
で
的
動
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
問、

8
字
引
の
娘

（
女
子
団
員
）
を
嫁
に
出
し
ま
し
た

が
、
ど
の
嫁
車
先
か
ら
も
、

「
明
る

く
て
よ
く
働
く
、
い
い
嫁
も
ろ
て
」

と
ほ
め
ら
れ
ま
す
。
彼
女
た
ち
も
、

口
を
そ
ろ
え
て
、
「
人
形
の
家
に
は、

仕
事
の
疲
れ
や
生
活
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

取
り
除
き
、
生
き
る
喜
び
を
作
り

出
す
エ
キ
ス
が
あ
る
・
私
た
ち
は
、

そ
の
エ
キ
ス
で
人
間
的
に
成
長
し
た
U

と
、
う
れ
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ

藤t
芙固た

室奈主
義緒お

矯美 み

以
a’
h

．
‘a
・、、‘
RaEr－e

J
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・，av
、、．‘
A
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そ
し
て
、

A
さ
ん
と
の
対
話
が
闘

を
重
ね
る
ご
と
に
、
私
の
心
を
動
か

し
た
ん
で
す
U

と
の
こ
と
。

そ
こ
で
攻
作
の
心
縫
を
う
か
が
う

と、

「A
7
年
、
朝
日
町
婦
人
会
で
は
、

J
附
カ
あ
る
婦
人
会
活
動
を
進
め
る

に
は
ど
う
あ
れ
ば
良
い
か
ω

を
テ
ー

マ
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
自
分

一
人

・

だ
け
が
頑
張
っ
て
も

－一

や
れ
る
こ
と
は
決
つ

A
Z

＆
4
 

人

到

て
い
ま
す
。
各
地
区

婦

漂

の
会
長
さ
ん
方
と
、

齢

柳

町
制
却
周
年
の
記
念

町

の

留

守

に

会

長

と

な

っ

臼

H
K

－－

f

z

明

会

人

材

を

大

切

に

、

乎

を
取
り
合
っ
て

で
き
る
か
ぢ
リ
の
・
｝
と
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

そ
こ
で
特
に
う
っ
た
え
た
い
・

こ
と
を
尋
ね
る
と
、
「
新
前
の

会
長
を
何
と
か
少
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
も
、
皆
さ
ん
の
ん
A

え
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て

ま
す
。
攻
作
の
家
族
は
、

男
子

6
名
、
女

子

3
名
と
少
な
く
な
リ
ま
し
た
。
特

に
女
子
の
万
は
、
気
前
よ
く
線
に
出

し
た
？
た
た
り
の
よ
う
で
す
。
そ
の

う
ち
に
「
人
形
の
家
の
エ
キ
ス
」
を

求
め
て
、
メ
ル
ヘ
ン
娘
た
ち
が
ド
ヅ

ト
集
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
ナ
！
と

思
っ
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

と
に
も
か
く
に
も
凶
年
前
に
私
た

ち
の
人
形
劇
を
見
た
小
さ
な
刷
児
た

ち
は
、

も
う
市
中
小
3
年
生
に
な
っ
て

い
ま
す
・

こ
れ
か
ら
の
制
円
町
を
背

負
っ
て
立
つ
青
少
年
は
、
全
員
が
私

た
ち
と

一
級
に
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
を

駆
け
巡
っ
て
い
る
は
ず
：
：
：
。
彼
等

が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
、
何
か
の

拍
チ
に

「
フ
γ
」
と
こ
の
半
を
思
い

出
し
て
く
れ
れ
ば
、

「当
初
の
同
的

達
成
」
と
、
山
私
た
ち
は
意
気
ご
み
、

純
併
に
柑
を
出
し
て
い
ま
す
ゅ

今
年
か
ら
は
、
教
育
文
化
会
館
の

一

室
を
借
用
さ
せ
て
も
ら
え
、
毎
週
水

ペンションでテニスを

制み物

＊家族僧成

両主見と弟．組父．組母の6人家絞

食勤務先

東洋紡紺

合趣味
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い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
に
も

向

p

a

仲
良
く
、
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
町

ド
』

一
番
大
切
で
す
。
苦
労
し
て
み
ん
な
目

立
恥

で
や
っ
た
と
き
の
必
び
こ
そ
本
物
の
叫

d
M

山

ぷ

だ

と

思

勺
て
い
ま
す
U

一
一
副

「過
目
、
民
生
委
員

白

紙
後
に
モ
y
ト
ー
に
し
て
い
る
脅
叫

M
M

の
方
が
、
役
場
か
ら

品

集
を
尋
ね
る
と
っ
心
に
太
陽
、
く
ち

叩

N
E

の
敬
老
福
祉
金
と
し

恥

山

旨
』

山

び
る
に
歓
を
。
と
い
う
言
葉
で
す
U

叩

戸

て、

一
枚
の
封
書
を

聞

人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
、
ど
ん
な

町

M
M

配
布
し
て
い
か
れ
ま

阻

凶
維
な
こ
と
に
も
明
る
く
立
ち
向
っ
叫

伽
M

し
た
。
ど
の
よ
う
な
四

て
ほ
し
い
と
思
い
、
卒
業
生
へ
の
メ

m

－
d

経
旨
な
の
か
よ
く
分

自

γ
セ
l
ジ
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
は

叫
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
か
ら
は
、
『
長

m

M
じ
言
葉
を
内
分
自
身
に
送
リ
た
い
h

脊
を
悦
し
心
ば
か
り
の
敬
老
悩
祉
年
閣

と
思
い
ま
す
。
と
音
楽
の
先
生
ら
し
一

金
を
贈
り
ま
す
M

と
嘗
蘭
が
入
っ
て
白

い
官
業
で
し
た
。

品

お
リ
ま
し
た
。
町
も
県
の
よ
う
に
轡
叫

、J
A
H

恥一
闘
を
入
れ
ら
れ
た
方
が
、
経
U
H
が
わ

一

fu晶
叩

か
つ
て
良
い
と
思
い
ま
す
U

と
い
う
町

、《

i
問
提
言
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
答
え
闘

相

い

た

し

ま

す

。

聞

－

m

回

答

－

m

現
ル
位
、
町
で
は
、
満
別
歳
以
上
の
明

白

，

闘
方
に
敬
在
福
祉
金
と
し
て
年
額

3
0
岨

！

”

－
 

d

‘九
0
0
円

（
満
別
必
に
な
ら
れ
る
年
だ
闇

~ 

実

敬
老
福
祉
金

に
つ
い
て

崎寺町長

充
笑
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

回
す
．
そ
し
て
、
そ
の
配
付
方
法
は
、
国

「
心
の
ふ
れ
あ
い
」
が
叫
ば
れ
司
町
か
ら
民
生
委
以
の
方
々
に
わ
ね
願
い
四

て
い
る
昨
今
、

「
人
形
の
家
」
は
、
四
し
、
民
生
蚤
M
H
の
方
が
本
人
に
瓜
篠
山

子
供
た
ち
と
の
す
て
き
な
出
合
い
を

明
お
会
い
し
、
敬
老
と
長
努
の
お
侠
い
品

求
め
て
、
足
し
げ
く
保
育
所
へ
通
い

一
を
述
べ
て
手
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い

回

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

W

ま
す
。
出
町
の
場
合
は
、
割
引
金
書
穏
で

四

四
送
付
す
る
た
め
、
そ
の
魁
旨
を
記
し
問

団
た
文
書
を
添
付
し
て
い
る
も
の
と
考

－

由
え
ら
れ
ま
す
。

回

一
と
も
あ
れ
、
従
来
の
御
鍾
旨
に
添
一

四
っ

て
、
今
年
度
か
ら
は
町
長
の
メ
山

一
ッ
セ

l
ジ
を
添
え
て
送
付
い
た
し
た

一

置
い
と
考
え
て
お
ま
す
。

一
圃

4

司
鍍
曹
巳
集
っ
た
仲
間
だ
ち

ますテ こ
： する l の ~

。 後 マ 欄 ~J

設 iまに な
的自 あた
な曲qの；
意で人 ー’
見 すの 」

I. ~ i，ご覧 ；意
f : つを見 占
j : て良 ~ 乞

昭和58年の3月に入警高校を卒業。

家から通勤しやすいし．安定している

と思い．同年4月から東洋紡績に。

今は．紡績仕上操業係で出荷する糸

の検査をしています。向分の目だけが

制りの仕事で＂ とても気を使います。

今年は.~白がけでペンションに行っ

て．テニスをやろうと友達と計画を立

てています。ぜひ実行させたいのです

が。そのためにもテニス，早〈上達し

たいと思っています．また．男物のセ

ーターを編んでみたいと思いますが…．

務てくれる人がいないので……。

結婚は．あまり勾・くない1iがいいと
思っています。理想の人は．やさしく

て．頼れる感じめ人です。

料理は，シチューや，、ンパーグなど．

簡単なものなら一応はこなせます。で

も味の方は…・ 。＠ 
広－

v
n
O司
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「
一
日
里
親
」
さ
ん

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い

施
設
の
子
供
た
ち
を
招

〈

一
日
里
親
会
を

8
月

時
日

1
凶
日
に
行
い
ま

す
。
あ
な
た
の
家
で
も

家
庭
の
味
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
。

7
月
お
日
ま
で
申

し
込
み
を
。

親子水泳教室受講生募集第31困
町民卓球大会成績

ft83-0576 

夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
在
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
慌
ん
に

な
り
ま
し
た
。
活
動
内
谷
は
、
法

話
会
、
健
康
教
室
、
歩
ニ
う
会
、

奉
仕
治
動
、
旅
行
な
ど
幅
広
く
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

と
り
わ

け
ゲ
！
ト
ポ

i
ル
が
さ
か
ん
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
底
抗
粁
集
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

朝
円
十
く
か
ら
ゲ
ー
ト
ポ

l
ル
の
練
羽
白
や

ク
ラ
ブ
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
後
の
生
き
が
い
と
心
身
の
健
康
を

Vゲートポールの鼠合

老
生人
きヵ
が三三

いケ
と
活
若
動々
らは
秘
訣

前
期

8
月

1
日
1

3
日
（

3
日
間
）

後
期

8
月

7
日
i
9
日
（

H

）

い
ず
れ
も
午
後

2
時
1
午
後
4
時

朝
日
町
町
営
中
央
プ

l
ル

親

（保
護
者
）
と
子
（
来
年
度
に
小
学
校
へ

入
学
す
る
幼
児
）

朝
日
町
教
育
委
員
会

（
宮

m
i
l
l
0
4）

保
険
料
を
含
め

一
組
制
円

7
月
羽
目

（
土）

保
つ
活
動
や
社
会
参
加
の
方
法
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
老
人
ク
ラ
ブ

の

活
動
に
参
加
す
る
の
が
、
気
軽
で
適
当

で
す
。
家
紋
の
方
々
も
ご
支
般
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

企鱒人郎会の老人ホーム慰問

日

年

度

朝

日

町

社

協

会

計

決

算

の

概

要

き決

社会得祉協鰻会tt皆さんと侠に地主患の箔社向よを目指す民間団体です。

V満帰Z匡仕

い年
た度制
し会日
ま計町
すの社
。決会

算悩
の ft!.
持続協
要議
を会
お の

級車基金
知 昭

事華収入 ら和
4羽子flせ 58
会償貸

256千円

一
般
会
計
決
算
の
ほ
か
、
各
般
募
金

の
笑
鎖
、
そ
し
て
善
意
銀
行
の
取
扱
い

状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

朝日町社会福祉協議会

昭和58年度一般会計決算
女
子
の
部

水
泳
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
で
も
、
事
散
が
恐
い

か
ら
と
お
っ
し
ゃ
る
方
、
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

楽
し
い
水
遊
び
の
中
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
な
が
ら
、
泳
ぎ
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
幼
児
と
そ
の
貌
を
対
象
と
し

て、

8
月
に

2
回
開
か
れ
る
。
親
子
水
泳
教
室
u
に

参
加
す
る
こ
と
で
す
。
奮

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
い
。

と対と

象ろ

申
込
み

受
鴎
料

締
切
り

団

体

戦

男
子
の
部

準
決
勝

、、
，tE
E
E

『，，，
，

日
館
靭
育
・
体
日
綬
催

ね

学

開

川
町
中
で

，，t
il
11
1
 

団

体

戦

準
決
勝

泊
三
区
A
3
1
1
五
箇
庄

A

大
家
庄

A
2
1
1
南
保

大
家
庄

A
2
1
1
泊
三
区

A

決

勝

個

人

戦

闘力
子

一
部

①
杉
本
元
之

・
四
杉
昭
康
組

②
水
島
崎
附
夫

・
小
桜
士口
弘
組

①
車
山
光
政
・
山
田

登
組

②
水
島
俊
夫

・
荒
尾

弘
組

①
杉
本
ひ
と
み
・
青
木
謡
子
組

②
藤
田
順
子

・
瀬
沼
路
子
組

第29岡町民
軟式庭球大会斤
成績

男
子
二
部

国
男 品
準子 昨

決 一 戦
勝部

第21岡
町民バドミントン大会成績
(6月3日，朝日町民総合体育館で開催）

勝

境

3
1
0
泊
二
区

五
筒
庄

3
｜

l
泊
三
区

境

3
1
1
五
箇
庄

女
子
の
部

準
決
勝

泊
三
区
2
1
1
大
家
庄

山
崎
A
Z
－
－
南
保

泊
三
区
2
1
0
山
崎
A

決

勝

個

人

戦

男
子
一

部

①
竹
内

男
子
二
部

①
小
林
英
生

女
子
一

部

①
上
島
恵
子

女
チ
二
部

①
山
本
智
恵
子

術

②
小
杉
昌
幸

②
兵
康
俊
春

②
森
野
恵
子

②
長
井
保
子

大
家
庄

2
1
1
泊
三
区

五
箇
庄
2
｜

O
笹

川

大
家
庄
2
1
1
五
箇
庄

決

勝

男
子
二
部

準
決
勝

泊
二
区

2
1
1
山
崎

泊
一
区

2
1
0
五
箇
庄

泊
二
区

2
1
1
泊
一
区

決

勝

女
子
の
部

泊
二
区

2
｜

O
治
三
区

大
家
庄
2
1
1
山
崎

泊
二
区

2
1
1大
家
庄

準
決
勝

決

勝

個

人

戦

男
子
一
部

①
狩
谷

進

・
西

村

貢

組

②
備

wm
一
・
小
削
除
吉
広
組

男
子
二
部

①
柚
木
駒
夫
・
水
島
春
夫
組

②

山

木

茂

・
水
野
義
則
級

交
子
の
部

①
笹
川
則
子

・
川
上
真
理
子
組

②
水
島
美
津
子

・
高
木
美
枝
子
組

attr-・ 

RJvnu且
斗

－
ふ
く
し
の
窓
＠

。i(1 と〈名さんよリ姶得物
報労金 1.376円

。松i寿町 永口友ーfさんよリ
身体障害者協会へ指定寄付

2.000円

ありガとう
あたたかい志
朝日町 善意銀 行
( 5月11日～6月10日）

朝日町善意銀行

昭和58年度取扱状況

IR 子7} f>l! i~ 71• R寸 物 11'11

一・骨主
68f1' 

7f司2 .454 .6771f) 
ff( ;!{; 141午

指定 478.000Jll 21'1・・（得111n
821牛 9f'jo 
2.932.677111 

一 般
16f!j'. 

9f'I" 980,420Jij 
11 14 f斗

U1’；If! ) 
結ええ

478.000同 2f'I: 

:30f!t-
11 f'l" I ,458 ,420円

昭和58年度福祉募金実績

事E 金 区 分
各t貨，m

募集実績（円）
f~ 事＇＇l宮両

奇辛 日本赤十字社社資 275円 1.263.600 
WJ 議国神社泰？を会費 25 119,575 
事与
金 社会福祉協議会費 150 717.450 

秋 共同募金（街頭募 250 l.228,571 
期

金含む

事早 更生｛系議司民業資金 30 143.370 

金 社会悩h~協議会ff 150 716.850 

歳末たすけあい募金 300 1.689.780 

日本赤十字特別社員祉資 681. 900 

i口h、 計 6. 561.096 

ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
技
法
に
魅
力

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
開
講

ス
ポ
ー
ツ
に
貌
し
む
機
会
を
提
供
し
、

生
滋
ス
ポ
ー
ツ
を
進
め
る
た
め
に
、
県

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

5
月
初
日
に
聞

か
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
世
界
選
手
権
大
会
の
日
本

チ

i
ム
監
骨
・
下
期
間
信
也
氏
を
迎
え
、
県

東
部
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
続
伎
者
や
中
、
高

校
生
ら
約
百
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

.ポールの鍵り方から指導

下
奥
氏
は
、
日
本
で
初
め
て
ウ
イ
ン
ド

ミ
ル
投
法
を
行
っ
た
人
で
、
ポ
ー
ル
の
躍

り
方
や
投
げ
方
を
笑
際
に
行
う
中
で
、
細

か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
な
が
ら
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投
法
の
タ
イ
ミ

ン
グ
、
腕
の
振
り
方
、
歩
幅
な
ど
を
詳
し

く
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
自
分
も
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投

法
を
身
に
つ
け
よ
う
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

－
み
ん
怠
の
ス
ポ
ー
ツ
＠



ガンの定期検診を

r ・・－－・圃魁...＿.、訓話g可 V 田’mrr 7月の学級，教室等案内
学級名 日 学習内容 a 師 2島 同時 I 七 flT 

少年ft釜 8 スポーツルールについて 寺崎町包炎’i(I小グランド i(I 公 11.;ti¥ 

27 泳き’方とプールでのマナ一本悶秀厳 町営プール

24-31 手づくりの絵本 t丙井筒，.福ltl：センター 中央公 I~!Ii 

T守王手教室 27 省つけ教室 竹森 Jt-(-教育文化会館 中央公民館
12・19 翁つけ教宅 t多国みさ ｛－ 大家l.F. 公l~A官 大家I±公l~f官26 

6 健機体力づくリ（ヨガ） 問中行 t監 福祉センター i~l 公民 館

20 』11/Jitについて 小杉郎夫 ，， ，， 

5 郷I：の座長史 竹内俊 一 笹川公民館 笹川分 1~ iii 

27-29 キャンプ~\lマ t'r I付 F争 l1' ” 
，， 

亡と15 i…1米につぺ ，韮沢作次郎 山崎公 J~ 館 山崎公民館：「I r米つ’，Jの舞踊の創作 ，葦1尺作次郎 ，， ，， 

l 身jfrなi去f章 野島 二 郎 国司（畢公民館 同国保公lHii
一一 ←宮司~け教室 ＋長国みさ子 ，， ，， 
.＿＿圃・ー嗣－－
総人’／：l島 と栄養 F句九で＇－ (- ，， ，， 

21 l I）：疋ム2量動 J転丘京美＋ ，， ，， 

7・14 健i;u史家｛ジャズダンス｝ 大川 郎 』貴公民館 t食公 I＜：総
一一

21・21!

13 約理教可E ~ ~ド 笹子 保健センター j白公民 館
」

i大川28 健康体j量 初 悩十ti:センター ，， 

29 郷土の¥I';r.•. ti倒匝Ett 後 HI 支，＇＊ 笹川公lOii

2 テープルマナー i郷台セリ子 県対人会館 大＊＇主公l~fli

8 イi色，t：：：を＞，える 十~~ 1党 F山崎公fOfi山崎公 11!.tii

7 .fl!tJ＇心のモニュー／ント 河村礼 f 五f'All1：公1~ 6i1 Ii.~時It公l~fili

ifit~者学級 I ~ 総1凝っく ’）と成人病 安達万紀チ t貴公民館 t貴公民館

5・24 キクづ〈リ｛定M＞農業） 働臼1’l、4効；；エr・1大家it公J~ifi 大家It公J~j官
’l、”l “

11 ・ 25 ケI!:’人的鍵1歳 （Ii，＜テ制。1・ 1¥ A! 掛 It 附＂：公I~自r: Ii簡II:公民館ートボール）

II .titらんの人中 F.池 iAE心 tu千公 I~ ’fi l釘｛括 公 l~ 6fi 
一一

25 ゲートボール 金谷:J 量 制A中正： J，~ tt谷分校 1+4 I民 公 1~ fli 
ーーーー'-
軍車ft宵乍岨 18 家経における縦チの対話 大田ひろ 大家政小学校 大家l't：公民館

一公1~.－1：長 10・24 v T 民政~！. 長崎肋之・~ 教育文化会館 中央公 1~ ti¥ （紙谷紙・みそかん1¥) 谷川 f且

ii 制 づ〈リ（ビーチ.....ーボー凡 水島一友 制総臼町合体民fT館 的公民館ヴレ ，／ '1千二ス

一一 29 ま担手のふれあい 井口栄樹 大家庄公民館 大家庄公民館
4・』l 占拠文す＿；障座（つれづれ司王｝ft図 a” .. 福祉センター 中央公民館18・25
3・10・17 1fi11教室 吉岡孝之 ，， II 24・31
62・013 盆4量級当そ 大 平

I’ ，， ，， 

の 情 報 室 ヰ封時

¥ 
障害年金の支給額はどのく

ら、、になるので忌しょうか。

し

No.19 」
問

勺く

一例一・っ
と
，L

制
明
日
町
で
は
、
毎
年
－

b
・

7
m
約
刊
名
の
方
々
が
す
／

均
一
帥

υ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

必ー目

nu

ガ
ン
は
、
初
期
に
は

付一

E
F

自
覚
症
状
が
な
い
た
め

・

ロ

リ

発
見
が
返
れ
、
手
選
れ
に

こ
，E

な

る

受
H

が
あ
り
ま
す
＠

同
ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
今
の
と

件
・
こ
ろ
早
期
発
見
の
迫
し
か
あ
り
ま
せ

料

ん
。
年

一
回
は
定
期
検
珍
を
し
て
、
ガ

通
白
ン
で
な
い
こ
と
を
硲
認
し
ま
し
ょ
う
。

制

〔胃
ガ
ン
〕

胃

ガ

ン
は
、
持
恨
の

．ぉ
．
粘
膜
に
発
生
し
、
次
第
に
内
部
を
冒

泳
し
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
か
な

・
対
・
リ
進
行
し
て
い
て
も
自
覚
症
状
の
な

・単

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、

．民
．
早
期
に
発
見
し
手
術
を
す
れ
ば
、
は

げ場
｝
と
ん
ど
が
治
リ
ま
す
。

－m切・

〔
子
宮
ガ
ン
〕

毎
年
金
国
で
約
6
千

・艇
・
人
の
人
が
子
宮
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
て
い

判

ま
す
。
日
本
女
性
の

f
富
ガ
ン
の
卯

紛・

%
ま
で
が
雪
山
ガ
ニ
人
口
に
汚
い

Jm 
ム
均一州鴻・－一

内
秀
孝
、
山
中
秀
夫
、
・
M
m利
勝
、

雨
問
中
食
チ
、
佐
伯
忠
美
チ
、
草
野
附

一揖
美
、
九
川
忍
、
丸
川
時
チ
、
大
蔵
鏡
、

科

大
厳
玲
子
、
尾
山
あ
や
チ
、
長
井
文

hw－
入
、
近
江
弘
．
中
村
好
笑

佐官
。
泊
三
区

大
村
靖
チ
、
大
和
芳
文
、

五
・
富
図
秀
雄
、
平
野
清
彦、
魚
津
崎
4
2
、

単
柳
下
向
子
、
水
野
弘
、
塚
原
武
雄
、

！e
魚
津
飽
一
、
一
川
村
美
馴
H

子
、
虫
…
坂
道

場
ー
チ
、
中
島
治
子
‘
加
れ
し
げ
、
瀬
沼

一訓・

路
子
、
川
久
保
拓
也
、
水
野
浩
二
、

・
均
花
房
断
チ
、
片
山
行
夫
、
谷
U
道
行
、

利
小
閑
友
次

……ホ一
・担問

・・信
a

－a・・・・・
mmF

・F・v
・a・喧，，‘置

前月号⑬でも必終えしまし

たが．病気やケガの位l主によ

って l級と2級に分けられていま

す。

l i級は他人の助けをかりなけれ

ば．ほとんど自分の用をすること

ができないようなね度の隙答。

2級Ii.他人の助けをかリる必

要はないが．ふだんの生泌がJド殺
に風雪量で労働によ って収入を得る

ことができないよ う なftJ~の障害。

年金額Ii

l 級 703.500円

(JJ制56.325円）

562.800円

( JI 'Ui46. 900円）

i盆中で陣%のねl立が変われば．

診断書を ti~縫；H し． て李総が·~！［！に

I ~· tl(;f その＇！＇：~J Iカら年令富山 副
定されます。

輔M司・圃~醐M・幽.... 司w・4・a胴M‘訓伽，.. ・岡崎岨・・・・・隔世

，‘，‘
t

’a
‘a
，‘．
a‘田園
g
・、』

4

・
軍
司

h

F

a

－z－B
F

，

2級

答所
）
で
す
。

｛乳
ガ
ン
〕

乳
ガ
ン
は

小
さ
い
、
闘
い
．
痛
み

の
無
い
シ
コ
リ
が
で
き

る
の
で
、
%
を
付
け
て

い
れ
ば
白
分
で
発
は
で

き
る
唯

一
の
ガ
ン
で
す
・

町
で
は

7
Hか
・
り
各

地
区
で
ガ
ン
検
鈴
を
行

い
ま
す
の
で
畳
診
し
て

く
だ
さ
い
。

昭和59年度がん検診日程署員

（：：’：~~o: 
壇区 1 11τ下7一• n月 I下量 喝 1 11 自 ｜ 量 喝
蝿 ~II旦！主と!t__!l ll 柑｜崎 公民 館 1 11 糊｜唖 岳民 毎

日一II10lij t 1A~ ll lll.140!ll1・帥’
1臼剥！ セ，ター ！ 

瞳 ”I I i fjijjf llt • t , f・I1 附｜限瞳江 ；7. 6ttli保瞳
' 4欄 －口 州 l 打 州 I 
I 蜘 1附 わ川 S制限瞳t,1-1 蜘 ｜儲瞳セ〆，＿

: 6州 ｜ 蜘｜｜ 棚

nl日~＼~：日官需

漫

の
猷

協
力
者
名

5
月
実
範
A
H

八
木
正
刷
、
抽
桔
板
邦
夫
、
総
沢
進
、

大
谷
地
校
、
谷
口
道
子
、
笹
川
秀
子
、

居
波
映
子
、
子
国
義
光

泊
二
区

加
緑
町
内
男
、
大
半
な
美
江
、

一
悩
品
み
え
子
、
久
我
口
挙
手
、
大
蔵

多
恵
4
2
．
伊
指
標
浩
．
後
必
イ
ツ
チ
、

般
原
ぶ
好
、
岡
本
尚
子
、
平
仰
寧
子
、

米
凶
作
、
魚
川
寛
、
峰
山
羊
郎
、
竹

血

境
地
区

水
島
摘
、
水
鳥
ひ
き
子
、

宮
崎
地
区

大
浜
清
光
、
岩
谷
英
樹
、

水
島
孝
夫

笹
川
地
区

折
谷
敏
子
、
長
井
正
殺

泊

一
区

氷
見
徳
太
郎
、
清
原
芳
雄
、

悔
沢
よ
し
子
、
荒
尾
ヤ
ス
子
、
絵
井

え
つ
チ
、
ぽ
川
正
和
、

m
H
本
業
チ
、

叫
川
崎
叫
浩
子
、
永
井
時
巻
、
大
村
治
、

五
箇
庄
地
区

河
内
光
俗
、
篠
問
和

雄
、
大
島
恨
二
、
浜
宏
倍
、

H
K
泳
政

行
、
松
倉
秀
夫
、
数
家
孝
子
、
荒
木

忍
、
寺
図
袋
、
西
村
玲
子
、

士
日
江
広

子
、
広
回
慎
一
郎

宮
間
保
地
区

大
森
秀

一
郎
、
谷
口
玉

校、

殿
村
恵
子
、
沼
地
澄
江
、
－
長
津

喜
美
子
、
長
崎
美
知
代
、
清
水
恵
美

子
、
松
原
理
恵
子

山
崎
地
区

野
田
サ
ク
子
、

H
K
悶
弘

明
、
成
熊
智
明
、
小
山
勝
志
、
七
沢

政
時
、
柿
荷
催
、
－
水
口
義
時
、
次
H

f
、
H
K
治
郎
州
、
上
不
良
紘

大
家
庄
地
区
伊
桜
山
川
久
、
池
山
利

秀
、
議
仲
汁
利
チ
、
品
川
水
制
崎
明
、
水
野

時
子
、
沢
井
弘
チ
、
伊
昨
勝
政
博
、
山

岡
A
H
治
、
汁
向
日
向
晴
彦
、
新
削
減
、
沢

本
喜
代
美
、
坂
口
英
和
チ
、
成
滞
緩

子

（

川

名
）

泊
病
院
だ
よ
り

広
報
5
月
号
で
、

土
山
崎
日
’
U
川
眼
科

の
一
般
外
米
診
療
を
行
う
と
ぬ
即
戦
い

た
し
ま
し
た
が
、
土
雌
日
は
、
特
妹

外
米
珍
療
日
と
し
て
、
医
師
が
指
名

し
た
万
だ
け
を
必
彬
し
、

一
般
外
米

－
く
ら
し
の
情
報
室
＠

行
政
相
厳
委
員
か
ら

図Jhu政
相
般
の
飽
囲
は
e

’v同
の
仕
事
を
は
じ
め
と
し
て
．
川
鉄
、
司
々
公
社
、

専
売
公
社
、
八
ム
峨
．
八
ム
問
、
が
た
同
な
ど
の
仕
事
、

川
県
や
町
が
凶
か
ら
任
せ
・
り
れ
た
り
補
助
を
受
け
て
行

っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
日
怖
や
安
明
、
問
い
合

わ
せ
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
μ
駅
近
で
は
、
泊助町、

河
川
、
年
金
、
同
校
、
登
記
、
公
山
A
U

．
俊
治
保
治
、

交
通
安
全
な
ど
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
関
連
し
た

問
題
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
V
行
政
相
談

委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
必
要
な
助
言
を
し
た
り
．
行
政

機
関
に
通
知
す
る
な
ど
、
そ
の
解
決
に
当
る
々
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
窓
口
ω

で
す
・
お
気
齢
社
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〔相
談
日
〕
毎
月
第
一
、

第
三
火
山
櫓
臼
、
午
前
川
時
l
午
後
3
時
ま

で
（
た
だ
し
、
相
談
臼
が
悦
祭
日
で
あ
れ
ば
休
み
）
、
会
場
は
町
い悩
祉

セ
ン
タ
ー
（
倉
田
1
0
5
7
6
）

〔
行
政
相
談
委
貝
〕
加
必
八

郎

的

3
4
3

｛点
下
町
）

0
6
3
（相
議
日
以
外
の
日
は
屯
話
で
ど
う
ぞ
d

g
mー
2

綱
引
連
盟
か

ら

朝
日
町
綱
引
遣
問
で
は
、
町
制
却
同
年
協
力
が
来
と
し
て
、

引
日

（土）

7
月
初
日

（
土
）
の
午
後
6
時
か
ら
9
時
ま
で
、

聞
に
渡
り
商
工
会
前
広
嶋

（雨
天
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
体
行
総
）
に

お
い
て
、
綱
引
選
手
権
大
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
出
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
綱
引
連
制

（制
日
町

商
工
会
内
官
邸
1
2
2
8
0
）
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

7 
J l 
2 
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朝
日
町
商
工
会
か
ら

V
商
工
会
で
は
、
町
制
ぬ
周
年
協
力
事
業
と
し
て
、
新
し
い
が
業
を

企
画
し
ま
し
た
。
笑
施
に
当
っ
て
は
仔
さ
ん
の
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必

要
で
す
。
御
理
解
と
御
協
力
を
必
刷
い
し
ま
す
。

0
7
月

幻

日

午

後

7
時
か
・
句
作
叫
し
し
ゅ
．
M
能
し
し
ま
い
し
入
会
H

0
7
月

初

日

午

後

7
時
か
ら
ゆ
こ
ど
も
み
よ
し
コ
ン
ク
ー
ル
H

V
ま
た
、

8
月
1
日
1
3
H
に
は
い
例
の

「
納
涼
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」

を
行
い
ま
す
。
ち
び
っ
チ
の
ど
自
慢
大
会
の
出
場
行
と
カ
ラ
オ
ケ
の

ど
自
慢
大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
御

一
鰍
を
。

囚7丹羽
目
に
魚
津
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
初
日
町
民
ゴ
ル
フ

大
会
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
作
ス
ポ
ー
ツ
店
、
令
・
倣
機
関
窓

口
、
小
川
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
へ

7
月
山
日
ま
で
に
。
Mm
名
で
紙
切
。

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
か
ら

診
療
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
訂
正
し
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す
・
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5月11日～6月10日

o ~t H本新聞社．北日本新聞販売店ーさんから北臼今；新l純白IJ干lj( i ,,.,J if.・－記念と して
町立小 ・中学校のためにと天幕9娠の寄附があリました。

0山崎地区から山崎小学校にタイプライター lf;のみ附がありました。

0上道下．道周期さんから，泊小学校の教育1胸品として．スポーツ川一総lji.)6

f：の得附がありました。

0昭和30年度泊小学校卒業生一同さんよりブランコの務附がありました。
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町制施行30周年記念事業の 「朝

日町.ti!（樹祭」が． 6 J:j 13 B.町緑

化推進安員会．花と料の銀行．森

林組イト｜話l係者．制Uみどりの少年

団，笹川小学校児煮なと＼関係者

約 250?'1が参加して．みつぽ台地

で行われました。

会場ーは．スキー場から東（山i目lj)

に約 200人入った場ー所で＂雑木林

を伐保して造成した約40!i－の台地。

式典では．町長から 「町制施行

30周年。朝日町がこれから大樹へ

と伸びる．いわば成熟期へ向かう

1つの区切りの記念として．また

あすの朝日町を111.う若木の育成に

願L、を込めて行うもので＼この組

樹祭を機に．魅力ある郷土づくリ

のために一尉努力します」との式 司

砕のあと．純化功労者の谷まつい ： 
さん（南保）．来上外茂雄さん （大 ~ 
平），闘文夫さん（終JII ) .朝日 l 
みどリの少年間 （山崎）に感謝状 '! 

が贈呈されました。次いで．会場 ？ 
中心地に記念燃性を後立し．参加 i, 
名会民で．立山杉の苗木 350本を i 
Mえ．町勢の発展を析りました。 ? 

向西東消＇ Pi
陽慈

町町野
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岡水水川厳島山 EHE!.l 上岡
修 j行清元憲幸正和憲茂英幸光
一 隆隆久一雄 i愛美 i(i範雄明雄

三二 長長長長 二二 二 長長長
女女 ？な女女現今；女女女現女

か Lt.絵千｛憂 俊由ゆ麻真裕聖
なる里 梨衣奈
一えか奈品花 一 子み子美平美
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｜今回の国紙｜

町制施行30周年記念

「朝日町植樹祭」を挙行

永年勤続議員表彰
6刈23日から開会した昭和59年第3

M朝日町議会定例会において. JOi手の

長さにわたり町議会議凶として町政発

展に此献された功績をたたえ．議決を

もって次の方々が表’修されました。

q
O
Z
A
 5月に開会された朝

日町議会臨時会で固定

資産評価春先会員会の

委員に長谷繁恰氏の選

任が同1まされました。

哲夫氏

保氏

芳和氏

寅吉氏

新しい

闘定資産評価審査委員

~~~ a長谷繁松氏（73政）

5月20日～6月19日

水島畑次郎氏

篠田

水島

石橋

米丘

ー主

F
D
n
u
n
h
v
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中
首
平
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長

男

能

日
中

道

下

日

栄

町

内
平
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一
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目業金

円をかけ，昭和60年の10月に完成する

予定になっています。

その後．朱：僑や道路改良をするため．

61年春から使用できることになります。

山崎保育所では，今年の5月．イイ共

たちに本物の汽併を見せたいと小法lE

を計画しましたが．あいにくの昨jで実

現できませんでした。

そニで.s Lマニアの広聞きん （·1~＼ 
山市）がボランティアで各保育所を巡

回しておられることを知1），子供たち

に．小さくても本物のSL （ぷ気機関

車）を見せたいと今日のSL来単会と

なったもの。

機関i4iは． 戦時IJi前十トドでSしの設計を

していた広悶さんが4か月聞かかって

作り上げた．イギリスの「イブニング

スター」を本物の16分のlに縮小した

もの。 l固に 7～8名の子供たちを来

せ． 一周70日の軌道を時速約8～のス

ピードで走りました。

日ごろ．図鐙等でしか見たこ とのな

いSLに．実際に乗れたことて＼闘児

たちは．本当にうれしそうでした。

河内 － ・－・－ ・圃輔副咋a・..，‘·~陣

0 0 0 0 
笹若殿松 t骨消入

1¥. i舟川 水警境
川町図I町市町町

t

‘．，，伽

劃
園
田

企子供だちを乗せて走るSし

Vくわ入れを行う寺崎町長

5月30日
新笹川トンネル起工式
新ttE川トンネルの起工式がこの日

午前ll時から. ＿！・.繊－尾の建設現場で行

わil；ました。

Ii'!：川地区と泊市街地を結ぶ唯一の牛
活道路である県道Ill~p縦尾線の.lJ!.A.：の

Ii'!：川 トンネルは． .t桁｛ヒカI~告： しし、 L

似＼Hh' 4. s ；.，と伏いため．大引の’1.：か
i並人すると.J',・fttilがi凶れなくなるほか．

歩道も熊・いので歩行将の安全も脅かし

ていました。

このため．攻作のトンネルより．延

長でI:3人以〈．中MWも．車道で6: ... 歩

道部分で2；.‘と9.75んとi去の大きさの

新トンネルを也設することになったも

のです。

新トンネルは．工事費約91f!.l.600 Ji 

皮切りに．県内の民話グループが全国

の民総とilflI）を発表しました。

また．第2部の1＼：謡のど自慢コンク

ールてすま． 一般のfjl)に79名． 一子供の部

にnr.がHl場し．一般の音IIでは「秋HI
舟｝j節」を歌った大野光子ーさんカヘ T 
i共の古IIでIi. 「越中おわら」を歌った

坊r.Bl 点~1.1 さんが段優秀賞にi選ばれまし

fこ。

5月27日
北日本民幅大会を開催

町制随行30周年記念事業の北日本代

泌大会は．この日朝日中学校体脊館に

約800名の観客を集め開催されました。

第l部のアトラクションで開詳し．

伏木帆柱起し悦附保存会の秋と踊りを

5月24日
モシモシダイヤル教室

朝日電報電話局では． 5月24日南保

保育所でl樹児30名を対象に 「モシモシ

ダイヤル教主J を聞きました。

最近は，電話の普及に1干し、聞児た

らも屯訴に僚ずる機会が.tr：えている
ことから.iEしい電話ーの使い｝j，やさ

しい屯話の受け方などを指導するため

に聞かれたもの。

教室では．電話番号を織かめてかけ

ることを説明したあと．ロボ ゾト fテ

レホンばうや」を相手に電話をかける

練沼をしました。

このあと．プッシュ式屯話機 2f；を

教材用にプレセ’ントされたうえ．お茶；

子．折紙．ぬりえも受け取り．｜事l児た

ちは大名びでした。

5月27日
死亡事故ゼロ500日
遣成町民大会

朝日町では． 5月12日に交i必死亡事

故ゼロ500日を達成し.27日に500日達

成交通安全町民大会を聞きました。

大会でLi.交通事依犠牲者に対し聖典

お
し
あ
わ
せ
に

盛一
長沼鍋阿平守飛水

保

弘

美
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子
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子

行
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仁
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